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「小川原脩　ベストセレクション」

　小川原脩のそれぞれの時代のエッセンスが詰め込まれた作品たちをどう

ぞご覧ください。

　会期：開催中～ 12 月 13 日（日）まで

　江別の北海道博物館（旧開拓記念館）

で開催中の「夷
いしゅうれつぞう

酋列像」展をご覧に

なった方も多いのではないだろうか。

この松前藩の家老・蠣
かきざきはきょう

崎波響が描いた

アイヌ絵「夷酋列像」（12 点組）には

いくつかのバージョンがあるが、その

うちのほぼ一組（11 点）が、何とア

ルプスの麓の小都市ブザンソンで発見

されたのは、今から 30 年ほど前。何

故に松前からブザンソンへ。フランス

人の神父や画家、時の将軍の弟、松前

藩、江戸幕府など、取りざたされる名

前は多いが、未だ解明には至っていな

い。そう、作家の手元を離れた作品は、

時として意外なところに姿を現すので

す。小川原作品も決して例外ではあり

ません。

美術館長から

柴柴
しばしば

 　 　勤勤
つとむつとむ

館　長

11 月の休館日
4日（水）、10 日（火）、17 日（火）、24 日（火）

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

■常設展示

■企画展示

「竹岡羊子展―カーニバルに魅せられて」

　世界各地のカーニバルを訪ねて歩き、その華麗な祭りの姿を描き続けて

いる竹岡羊子さん。鮮やかな色彩と躍動感あふれるカーニバルの世界をお

楽しみください。

　会期：開催中～ 12月 13日（日）まで

＜竹岡羊子展関連イベント＞

　ミュージアム・コンサート「カーニバルの宴（うたげ）」

  日時：11月 8日（日）14時～ 15時　会場：当館ロビー　料金：無料

　演奏：コンセール・アミ（テノール／佐藤貢、クラリネット／吉田聖子、

　　　　ヴァイオリン／丸山みゆき、ピアノ／塚越由り映＆柴瑞穂）

アート・イベントのお知らせ

エコール・ド・パリ物語②

「モンパルナスの貴公子　モディアーニの愛と死」

　日時：11 月 14 日（土）14 時～ 15 時　

エコール・ド・パリ物語③

「モンマルトルのダンディズム　自由人パスキン」

　日時 :11 月 28 日（土）14 時～ 15 時　

　いずれも　講師：柴 勤（当館館長）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

■土曜サロン

小川原脩記念美術館開館記念日＜開館 17 周年＞無料開放

11 月 3 日（火・祝）9時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）

その他お知らせ

第 8回「ふるさとを描こう」入賞発表

　今年は、管内 15 校の小学校から 67 点の応募作品がありました。最優秀賞にはニセコ小学校６年生小田桐栞音さんの「ひ

まわり畑」が選ばれました。倶知安町内の小学校からの入選者・団体（学校）賞は次のとおりです。　

＊優秀賞／芦田一瑚（東小 1年）、平戸姫穂（北陽小 4年）、大東遥稀（北陽小 5年）

＊審査員特別賞／三田彩葉（北陽小 2年）、本郷里奈（東小 3年）、辻裕輝（北陽小 4年）、渡辺鉄兵（倶知安小 5年）

＊努力賞／北村のどか（倶知安小 1年）、荒木宙（東小 2年）、遠藤碧（北陽小 3年）、西川景（西小樺山分校 4年）、荒竹未

来（北陽小 5年）、紺谷琢磨（北陽小 6年）

＊団体（学校）賞／北陽小学校

◎最優秀・優秀賞は 11 月 3 日～ 9 日まで小川原脩記念美術館、　11 日～ 18 日まで文化福祉センターで展示

◎その他の全作品は 11 月 19 日～ 12 月 13 日まで倶知安町文化福祉センターにて展示します　
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　落葉の季節になると、頼みもしないのにたくさんのテントウムシやカメムシがわが家に入り込んでくる。歩き回っ

たり、ライトの周りを飛び回ったり、遠慮する気配はまったくない。迷惑ではカメムシの方が大で、テントウムシな

んぞ可愛いものである。何といってもカメムシはニオイが問題だ。あのニオイが迷惑を大きくするのである。

　そう、カメムシの仲間の最大の特徴はニオイを出すことだ。あのニオイには防御の働きがある。その効果はテキメ

ンで、カメムシを食べる動物はほとんどいないことがそのことを物語る。意外なことに、体外に放出されたニオイ物

質は彼ら自身に対しても有害で、試しに小さな密閉容器にカメムシを入れてニオイを出させるとあっけなくこと切れ

る。だからだろう、カメムシはロウ物質で全身を覆って、自分のニオイに対しても身を守ろうとしている。そのため、

例えば農薬の効果が出にくく、駆除の困難な昆虫の筆頭格になっている。

　さて、侵入トラブルだった。この地域ではスコットカメムシによる被害が圧倒的に多い。彼らは森でミズナラやシ

ラカバなどの樹木の樹液を吸って生活し、農作物に悪さをすることはほとんどない。秋に恋愛を済ませると、彼らは

割れた樹皮の下などに潜り込んで冬越しをする。そこで小さな割れ目を探して懸命に潜り込んでゆくのだが、窓や壁

の隙間は彼らの恰好の入り口になる。ヒトとの不幸な出会いの始まりだ。

　これまでに料理の中に飛び込んで台無しにされたことはあったが、それ

を超える迷惑を受けた。つい先日のこと、部屋の中を飛び回っていた一匹

が右目に飛び込み、おまけにニオイを発射したのである。臭い痛みが顔面

に炸裂した。すぐにぬるま湯で洗浄したが、するどい痛みは治まらない。

翌日になっても痛みは軽くならず、目は充血し、マブタまで腫れあがって

しまった。腫れや充血が引き、違和感が消えるまで数日を要したことで

あった。カメムシの自己主張たるや、実におそるべし。

文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　

―晩秋の迷惑―
392 回

『森の入口の白い樹』

1978 年　小川原　脩　画

　白い樹木の葉はすべて落ち、季節は晩秋であろう。近づく来

訪者に気がついたのか、キタギツネがこちらを振り向く。枝の

上にはクマゲラが一羽に、シマリスが二匹。よく目を凝らして

みると、シマリスは頬袋をいっぱいに膨らませているようだ。

本格的な冬の訪れを前に、小動物たちは忙
せわ

しなく動き回る。

　『森の入り口の白い樹』と題する作品は、1978 ～ 79 年にか

けて 10 点ほど描かれ、過去に当欄でも 2 点を紹介している。

いずれも、一本の白い樹と北国の動物たちが登場する。豪雪地

帯の風雪に耐え、曲がりながらも枝を伸ばしたシラカンバのし

なやかな姿を、小川原は「森の入口―歳月を経た古樹の生命力」

と簡潔に言い表している。森の入り口、その向こうは野生の息

づかいを感じる深い闇が広がる世界。古樹を慕い、敬い、守る

ように寄り添う動物たち。静寂の空間に神秘的な時間が流れる。

静と動が一体となった、小川原ならではのリズムが感じられる

作品である。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）
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